
 

    「理数研究部 研究発表会」    

５月１日（水）、昨年１年間で各部員が研究した内容を、ポスターを使って発表を行いました。当日は、在校

生だけではなく校外の生物科の先生にも来ていただき、講評を頂いたり、研究内容に関する鋭い質問を受け

たり、部員にとって、とても良い刺激を受けることができた会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R６年５月９日 

都立小金井北高等学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊張しながらも懸命に発表する様子。 

植物の繁栄具合(元気よさ)を、見た目の主観

ではなく、数値化し、客観的に評価が可能であ

るという趣旨の発表でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

発表してくれた理数研究部の皆さんお疲れ

様でした。データのとり方にバラつきはないか、

十分なサンプル数はあるか、条件設定が常に

等しいといえるか、客観性はあるか、再現性は

確保できているのか等々、他者に納得してもら

う結果を得るには、細かなところにまで配慮を

する必要があるということを十分に理解しても

らえたと思います。その感覚を得られたことは、

これから理系に進む人たちにとって重要な経験

をしたと言えるでしょう。２年生は、指摘を真摯

に受け止め、誰もが納得するデータを取れるよ

う実験計画を再度練りましょう。３年生は、大

学で他の友人をリードし研究室のエースになっ

て下さい。そして、これから研究を始めようとし

ている１年生、待っていても研究テーマはやって

来てはくれません。自分から動くことが大切で

す。観察でも良いし既に知られている実験を再

現するのでも良いです。まず何かやってみよう。

動けば必ず疑問は生まれてくるものです。 

                   文責（尾方） 

 

 

 


